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北大文学部紀要

祭壇民(censuales) における
「自由」の諸相

一一中世ドイツ社会史管見一一

木村

I 問題の所在

丘呈
玉丑.

フランスの卓越した中世史家 M.ブロックは曽て，農奴身分 ser-

vage の定義に関連して， ["半自由人(demi -libre )という伝統的

な用語を， ["原典の中に何らの典拠をももたない造語であるこの闇入

者」と極めつけ， ["この語が言語に与えた誤った厳密きは……自由

liberteと隷属servitudeとの境界にかんする真に該博な一切の研究を

無用のものにしたかに見える」と論断した1)たしかに， ["身分社会J

の色濃い西欧中世の封建社会にあっては，人格上の自由 Freiheitと隷

属(非自由)K nechtschaft (Unfreiheit) の二大別は，法的見地から

人間を簡い分ける普遍的な基準であった。)きしあたり考察の時期を中

世盛期 (10~13世紀)に限っても， libertas Oiberty)とservitus(ser-

vitude)とは，諸個人が杜会に占める地位とその属する集団の性格とを

指示する基本的な相関概念であった 3) 

この両者がとくに鋭く対置されたのは 9，10世紀であり，その境頭

にカール大帝のー勅令が「モハヤ白白人ト非自由人(ニ奴僕)以外ニ

ハイナイ (nonest amplius nisi liber et servus) J旨を強調した

のは4)象徴的と言ってよい。しかし王権の判断や志向とは独立に，当
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祭竣災(censuales )における「自おjの務相

持の社会の出生身分体系の中にも被解放奴隷そはじめ各種のi:ft簡諸階

層が紛れもなく存在したこと，さらにカロリング帝殺の崩壊のあと東

ブランク玉虫を経てドイツ王盟の段暗に及んでも一向に消滅必ず，多

様な地方的焔差をふくみながらそれぞれに鰭性的な築屈として多彩な

機能を営みつづけたことは， 1法身分史研究の成楽に照らし

ろう?問題はひとえに，これら中間諸階層の成員を「半白山人jと呼

ぶことの史平J凶守幸'.Itf処女川将である。

やがてブロックの高弟Ph.ドマランジニLは， lO~ 13t校紀のバイエルン

Bayernの農村搭階!認にかんする爾鎖的名護でこの跨惑にも触れた 6i 

彼が諜り当てた史料は，自白人とも非自出入ともつかぬ一群め中陪翠

の成員を り <semiliber(半白出入) >と指るもしたり，その法的

地位そくaliquantulalibertas (微自由身分))と している o IJ、

稿の主題(~成すぐcensu証les> の地位も， 句ervitus母tlibertas 

{非自治兼自自身分)>と端的に表現されている。かくてドランジェ

は，かような訴袈的称喜子;こは[自由身分の鱗片 る人々jを独

Flな中間グループとして認める当時の社会通念や法意識が畏映してい

ると考ふ 「半自由人J という用語の捜権会唱えた。その後ブランス

も，少なくとも中世ドイツ史の分野では，再び了三予防由人j

demi -libresないし制限的自期 libert毛restrein伐という範時

問題のくcensuales) をもそれにふくめて理解しているようである 7) 

ひるがえってドイツ史学界にとっては，半自由人Halbfreieまたは

制限的自抱人 Mind君rfreたという議念装援を操るのは， 19世紀以来の

ほってよい8)しかしその反面.この便利な掛概念-deus

ex machi駐在ドーの灘府から，具体的な史実の究明が諮って等閑iこfす

された出も無いではない。ここで取上げるくcensuales>にしても，こ

れを「半白出入Jの一鰭と片づけるだけでは十分でない。総じて従来

の学説には F千ツ社会史上の C暗殺S認証l田の役割引民く評価する鱗向

ぃ。ブランク時代の従属氏 Horigeの上手なる継続と見たり 9)社会

的序列だけでなくその麗史的意義においても
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Dier凶 nannenに比べて取るに是らぬ軽輩と断じたり 10)たかだか宇佐

制の枠内に形成きれに領民中の特権分孔 と見る完治合通例であった。

その間にあって， d虫自な?立角からアブローチを試みたのがA. ドープ

シュの『領訓IJと燦出であり!~こで役は東南ドイツにがする cen・

sualesめ犠々相を描き， とくに非協治人の議集団を発壌の起点に据え

る彼一流の社会的上昇f論会展開した。しかし，バイエルンという

的限定の上で本格的な: censu'alω 論を捷示しえたのは，前記の異邦

人ドランジェであり?次いで， Ch. 剖.ペランが独仏「農協ILI

めよ乙較的ヲ考察の中で ce山 lalesにも設及したデ}そのいずれも，後

て橡)11一期，井上:泰男爵氏がツランス・ベル年一史学界の動向を紹介
15) 

したさい，軽〈触れられたにとどまる G もとより両氏による紹介が技

の西洋中世史研究;ニ禅益したところは大きしこの最良の議擦を

得てドイツ史焔の私なども，ラインの彼方の硯究成果そ折あって啄じ

ようになった。だが，中世ドイツ史にかんするフランス・ベルキf一史

学界の所論会異議会く受脊れるか，あるいは論理の斉合性だけに日授ら

して検証するのに専らで、，その当苦を;京史料iこ遭って再吟味す鳴る努力

を怠ったのは，我カ支援!のドイツ史専攻季ぎの責任とも替えよう。そこで、

ノH高は， ドランジェおよびペランの censuales論の を，
16) 

現在私が科潟できる若干の史料に即して検討することを とする o

さらに限定して言えば， censuales がどの時期にどのよう

様と意義において f半自由人」

と観念怒れたかを中心に，さしあたり

より広い史料的事基礎の上にその形成から没潜まで

枠業は，改めて出稿に期したい。

での[自由人j…ー

を施すことにする。

を跡づける

II r祭壇民j間層の成立と発畏

拐めに定義を兼ねて若子の予備的説明を施しておこう。
17) 18) 

祭壇民censuales，Zens百alen(より適切にはAItar horige)とは，
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祭壇民 (censuales)における「自由」の諸相

次のような特色を具えた， i自由」身分の教会被護民 prot匂色sd'匂・

lise， Schutzhorige der Kircheであり，国制上の(完全)自由人と

は区別される:

イ)系譜上は，カロリング日寺代の解放奴隷 manumissi，より厳密には

教会解放奴隷tabularii，につながる。但し， tabular iiとは異なり，非

自由人からの上昇分子だけでなく，出生身分上の自由人 liberi，ingenui， 

nobiles からの下降分子も流入し， 1昆融している。前者は a)世俗

領主から解放 寄進された者， b)当該教会領で解放された者，お

よび， c)すでに祭壇民となった者の子孫，であり，後者は主として

下級自由人， とくに婦女子をふくめて封建制的主従関係に入りえない

微力な存在，が托身 commendatio，Autotraditionによって教会の庇

護下に入った者，である。

ロ)奴隷ないし奴僕 serviと同じ意味で母系制世襲身分であるかど

うかは，争われている。

ハ) 9世紀以降ライン地方に現われ，ヴェストファーレンから北西

ドイツにかけて普及し，南ドイツへの浸透は遅れたが， 10世紀末以降

ノ〈イエルンで異例の発展をと t1'， 13世紀末まで存続。他にロレーヌ，エ

ノー，フランドル各地方にも mundiliones，mundiales， sanctuarii. 

などの称呼で存在。

ニ)男は成人，女は成婚を境に，比較的低廉な定額人頭税を年 1回

納付する。額は初めは区々だが，時が経つにつれて地方毎に特定の標

準額に収飲する傾向がある。

* * * * 
1 )統一的な「祭壇民法Jの成立

前述のように，祭壇民の階層は，系譜を異にする二つの源泉をもち，

非自由人=奴僕からの上昇分子と(完全)自由人からの下降分子をふ

くんでいた。そこから，こめ両分子が等しく censualesと呼ばれてい

てもその処遇の上で同格で、はありえなかったのでないか， との疑問が

生じかねない。だが，すでに触れた人頭税納付をはじめ〆祭壇民の基本
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的な権利・義務の点で，両者がそと出自の故に実質的な差別を受けて

いたとは認めがたい。もちろん，社会経済史的な視角から見れば，祭

壇民階層の内部は決して等質的ではなく，貧富の格差はかなり著しか

った。ノfイエルン地方の人頭税標準額 5デナリ (denraii)一一例家1頭

の平均時価にほぼ相当ーきえ満足には払えぬ連中から19)自有地allo-

dium， Allodと領主から借受けた保有地を兼営したり，数ヶ町村に有

する土地や奴枠を教会に寄進できるほど裕福な者まで，無限の濃淡が

ありえた。さらに職業別では，荘司 villicus をはじめ各種の領官~ i第

一次産業」に従事する農・牧・漁夫，領主直営機構から自立化しつつ

ある手工業者，など多岐に亘っていた。しかし成員たちの出自・職能

の相違や経済力の格差は，祭壇民の統一的な法身分 condicioの形成21)

と，客観的な秩序としての「祭壇民の法Jlex censualium， ius cen-

sualeの成立とを、妨げるものではなかった。ここに言う「祭壇民の法」

とは，一般的な「領民(家衆)法Jlex familiaeの枠内で祭壇民に固有

な地位・身分や権利・義務を律する特殊慣習法の総体であり，同じく

領民たる家人にとっての「家人法JDienstrechtに対応する意義を有

する。

2 )祭壇民身分の特異性

祭壇民の身分法上の特色は，自由と服属との， ときには自由と隷属

(非自由)との，独特な混成的性格にある。彼らが領主に一一理念上

は当該教会の保護聖人に竺1一納める人頭税は 奴僕的義務を排除する
という意味で「自由」のしるしであると同時に，それが彼らに保証さ

れる保護の対価と考えられるかぎり，身柄の自由と両立する範囲内で

の，領主に対する人身的「服属」のしるしでもあった。祭壇民の在り

方のかような二重性ないし双面性は，当時の人々もすでに意識していた。

1135年，在 Regensburgの聖エメラム (St. Emmeram) 修道院の院

長が，世俗領主の手から奪い返した祭壇民について，く… priscaeser-

vituti et libertati resti tui， (元ノ非自由兼自由身分ニ戻シ ) 35) 
と記録させたのは，彼らが農村社会で占める中間層的地位を少しでも

に
]υRU
 



祭壇民(censuales) における「自由」の諸相

正確に表現しようとする苦心の所産であった。

とは云え， 10-13世紀を通じて祭壇民の中には自白人もいれば非自
26) 

由人もいた， とする見解は， 1谷流的・折衷的であるだけでなく，時代

の推移に伴う変化の諸相を動態的に促えようとする視点に欠ける， と

言わざるを得七'..。西部ドイツと同様，東南ドイツにおいても，祭壇

民の身分的自由 libertasは原初的且つ原則的には確立していた，

と認めて大過ない。

ノ〈イエルン地方における祭壇民の初例は， 10世紀前半にまで遡及で

きょう。初見史料のひとつ， Trad. Fr. II， Nr. 1154 (937-57) 

には， くcensuales>の称呼こそまだ見えないか¥世俗領主が3人の非

自由女1'ncillaeを同院に寄進した上， I自由女 liberae トシテ解放シ，

奴僕身分(奴僕的義務)servitusノ一切ノ桂桔カラ解キ放ッタ」旨を
27) 

明記しており，すでに九分通りの実容を具えている。 Nr.1315 c (955 

-77)に及んで初めてくcensuales>の称呼が現われ， 10世紀後半には

祭壇民階層への非自由奴僕の寄進一解放が相次いで行なわれた。巨視

的に見てその後11世紀末ごろまでは一一部分的には逢かに後までも

寄進帳を中心とする史料は，祭壇民がくlibertas>を引続き享有している

ことを的確に証言している。祭壇民は， I一切ノ奴僕的条件カラ自由
28) 

ナ身トシテJJ「何処ニオイテモ自由女トシテ」27)「イツマテoモ自由
30) 

人デアル」と規定され，その納付する人頭税は「自由のしるしJsig. 

num 1加 .tatisと評価さd，I)その法的地位は奴僕身分に鋭く対置され
た32)もとより，慣用文言が謡うくlibe巾 s>が，国制上の観点から見た

独立権力者の「完全自由JVollfreiheiheitではなく， 領主命IJHerr. 

schaft， seigneurieの桔E内で;7J:，'d.??-された中目:対自句な，そしてくservitus>

の否定概念としての消極的な，自由にとどまり，国制の次元から見直

せばその実質において制限的(不完全)自由 Minderfreiheitに他なら
33) 

ぬことは，多言を要しない。

ところで，この「自由」の可視的な標識は，祭壇民が義務づけられ
34) 

ている特殊な定額人頭税 census，tributumであった。元来，特定教
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会の保護聖人と祭壇民個人との間柄は，人格的な保護 patrociniumと

それに対応する服属 subiectioとの関係であり，従って祭壇民が納付

するくcensus>も，保有地用益の反対給付と理解される「地代」では

なく，彼が享有する(他の領民や荘属農に比べて)別格的な「保護j

の対価，および人身的服属のしるし， という二重の意義を帯びた対人

的賦課租であった。一般に，人頭税capitagiumを非自白身分の，あるい

は曽て非自由身分に属していたことの，標識と割り切る説が古くから

根強いが，祭壇民の場合には妥当しない。もとより，中世初・中期の

被解放奴隷の集団が過去の隷属性のしるしに，また中世晩期の非自白

人一一一一いわゆる「農奴Jserfsをもふくめてーーが現在の隷属性の故

に，人頭税を納付した事実を私は否定しない。しかし人頭税が必ずし

も身分上の汚点とは限らず，少なくとも祭壇民が階層としての統ーを

保っていた11，12世紀に彼らの納付する人頭税が「自由」の標識であ

りえたことも，あらゆる証拠に照らして疑いを容れない。

この点での最も明確な証拠は，人頭税怠納にかんする制裁規定であ

る。通例 3~5 年の猶予期間を経てなお未済の者は，奴僕身分 servi欄

旬s一一一あるいはいっそう狭く限定して 領主直営地専属の「給養

奴僕Jprebendarii ，i日労奴僕Jservi cottidianiの地位へ，転落す

るのが建前であった36)心理的な効果を狙う威嚇の意味か強いこの規定

が，実さいに発動された例は意外に少ないと言われるが，怠納によっ

て失われる客体こそまさに祭壇民に固有なくlibertas>に他ならない。

この面から見て仏教会被護民たる祭壇民と，たんに「所有物Jproprie-

tasとして教会に属するだけの非自由人とは，相容れぬ存在であった o

さらに祭壇民人頭税の特色として次の 2点を追加したいo

イ)納付日。年 l因。特徴的にも他の賦課租， とりわけ土地賃租

(最狭義の「地代J)とは明確に区別され，特定教会の保護聖人の祝

日に限られる。)

ロ)納付先。概して11世紀末までは，祭壇民みずから出頭して件の

祭壇の上に奉納し，教会側も保護領主 司教や修道院長一ーまたは
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祭意義民(censuale s )における「滋おjの綴お

を任務とする供室

した。

イ)， 0) ともに， censual紛の身織は祭壇;こ泰献されているとの観

念に議打ちされた僕行と震えよう o

)係 sacrIsta(custos) がその受

III 察壊民の{自由;の諸相

前蹟では多少とも抽象的に祭壇民の「自由jを論じたが，それでは

らにとって「自由jとは具体的に併を意味したのか 7 その種々相

を探ってみたい。

1 ) グ〉 その帰納として，フォークトの支配からの免

38) 

ペランによれば，祭壇民の基本的特伎は，特定教会め保護聖人の「成

への壊属であり，彼らはその然壌への直属によって教会総本財産

(dos)の撲成分子と見倣される。 くhominesad altare pertinentes>， 

くsanctu設rii>という別名は， 事

般に南ドイツ系 しばし;;仁 た

。

れ

い

長

」

ふ介。
〉

hJ
A
U
 

M
U
 

はこの patronus sanctus 'J兵外のいかなる主人( ) domi-

nus こも を負わない旨を，強調している。

るこのきびしい人格的弱属札

f自

人に対す

別格的な保

議民i丸 人の権威を;緩和j的に代行する もし

くは一般に教会財産の管理を肖る納窓(宝蔵)係の，保護に殺した。

かくて祭壇氏li， r教会領と教会諸民との法定代理人兼保護者;であ
るブオ…クト advocatus，Voがの， r f呆議J，こ名をと籍りたあの破滅的

40) 
な支況から，少なくとも理論上は免れていた。この点で祭壌民は，在

地の下級ブオークトの支配;ニ服するフォ…グト被議民 homin畦sadV(ト

catici， Vogtleuteから低号せされていた{悶みに，蕊閤に所脱する

地所を保有していないかぎり，荘関庁匝休日ofverbandの成累
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裁判集会 Bauding に参集の義務ある荘属農 coloni，Bauleute とも，
41 ) 

区別された)。

以上がほぼベラン説の骨子であり，その明快な論旨に私も基本的に

は賛成したい。と同時に，この点では建前と実状とのずれがとくに著

しいことをも念頭に置く心要がある。現にベラン自身も，祭壇への直

属とフォークト支配からの自由を掘ったMetz司教の一証書 (1090)

を掲げながら， この「方針Jprogrammeから逸脱した多くの実例を

列挙しているほどである。42)
43) 

一例として，前述した人頭税の直納方式を取り上げよう。この直納

市IJが堅持きれているかぎり祭壇への直属性も保証きれている、と考え

てよい。だが，やがて祭壇民の増加はこの方式の不便きを露呈する。

納付日の雑沓による聖務への支障，遠来の祭壇民が蒙る時間的損失，な

ども考慮、されたであろう。かくて11世紀末ごろからは，祭壇民が所領

管理機構の部局 officium，Amt毎に配属され，以後くcensus>の納付

は祭壇とは無縁な場所で， しかも納室係以外の役人(たとえば財務係

camerarius)に対して行なわれるようになる。直納方式が残ったのは，

本庁周辺の居住者か，逆に教会領の周縁部に位置して世俗領主による

「領民化jの危険が大きし 「祭壇への直属」を故らに強調する必要

のある者，に限られたであろう。さらに進んで、， I納付はフォークトの
44) 

手を経ることを要する」旨の規定が登場するに及んで，祭壇民の特権

は危くされた。けだしこの点で教会側がフォークトの介入を認めたの

は，祭壇民の基本的属性の否定につながる措置だったから。

フォークトの触手は他の面にも伸びていた。 11世紀前半にすでにパ

ッサウ司教領の一部の祭壇民がフォークトの支配に服していたのを皮
45) 

切りに，一般には12，13世紀ごろから， (裁判)貢租 tributum，臨課金
46) 

steuraなどの名目でフォークトの収奪を受け始めた。白有地を教会に

寄進して還付を受けた場合も，往々フォークトの「保護」下に置かれ
47) 
た。後で触れる「移住の自由」を領主が祭壇民に承認するときも， Iフ

48) 

オークトノ庇護ノモトニ」との留保条件を付けている。このように見
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祭壇民(censuales)における「自由jの諸相

てくると， Altar horigkeit という祭壇民の本質規定そのものさえー

っの理念にとどまった事例が，意外に多いことが判る。逆に， 13世紀

に及んでなお祭壇民のフォークト支配からの免属を明記している史料

は，異例と言ってよいア)

2 )賦役の免除

この点でもベランやボーズルは， I一切の賦役の免除」という明快
50) 

な裁断ふ、りで軌をーにしている。たしかに，苦手進覚書・証書は，新た

な祭壇民の受入れに当って，明示的には賦役に言及せず，人頭税だけ

を云々するのが常である。だが，このことは，人頭税が祭壇民にとっ

て唯一の給付であったことを必ずしも意味しない。ペラン，ボーズル

ともに全く典拠を挙げていないので，私なりに推測すれば，おそらく

次のような史料を踏まえての主張であろう。例えば， Trad. P. Nr. 

119 (1038-45) く…etipse securus ab omni servicio ubicum. 

que locorum sibi libit um esset sine contradictione omnium 

degeret， …〉とあるのを， I…ソシテ彼自ラハ一切ノ賦役カラ免レ，

ドコナリト好キナトコロデ，誰カラモ異議申立テヲ受ケズニ暮スモノ

トスル」とでも解したに違いない。しかし周知のように <serviti-

um>の原義は，くservitus>と同じく「奴僕(奴隷)的義務J， I奴僕

の地位・身分」であり，)「賦役jはむしろ派生義にすぎない。そこで

上の例と同様な l移住の自由」を承認している同時代同所領の他の覚

書と，その文言を比べて見ょう。 例えば， Trad. P. Nr. 108 (10 

13-45)には，く・..etab omni servitutis iugo soluti ubicumque sibi 

placeat maneant et arbitrIi sui consultui satisfaciant. > i…ソシテ

奴僕的義務(奴僕身分)ノ一切ノ桂桔カラ解放サレ， ドコナリト好キナ

トコロニトドマリ，且ツ自分ノ判断ノ命ズルトコロニ従ウベキモノト

スルJ，云々。この種の比較から，上例 Nr.1l9の場合も servitium.

=servitusの意に解する方が文脈の上からより斉合的かと思われる。

以土/J、 「一切の賦役の兎除Jという主張に私が反対する消極的論拠
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である。

次に積極的論拠を挙げよう。 I一切の賦役の免除」を裏つやける史料

が稀でその解釈にも疑義があるのに引替え，自由身分と両立しない
ヌボク ヌエキ

くopusservile (奴僕的賦役=奴役，賎役)>からの解放を祭壇民の特典

と謡っている史料は多く， しかも紛れがない。例えば， Trad. Fr. 

II， Nr. 1531 a (1135-37)には， もと非自由女(女奴)ancillaで解

放寄進された某女について<… et Iegati tributo videlicet 5 

nummis per singulos annos solvendo ab om ni servili opere est 

liberata> (…ソシテ正規ノ賦課租 C=人頭税J，スナワチ毎年 Cdena-

rius貨J5枚ヲ支払ウコトニヨッテ，一切ノ奴役カラ解放サレタ」云

々。いわゆる「奴役」の概念の歴史的変遷については， ドランジェの
53) 

みごとな分析があるので，これに依拠したい。彼によれば， Iその給付

が自由身分と両立しがたい下級の無償労役奉仕」たるくopusservile> 

とは， 10-12世紀のバイエルンでは，イ)日労奴僕の連日賦役，ロ)

保有奴僕の週 3日賦役，ハ)荘園庁内の女子作業場での織布賦役，

の 3種をふくんでいた O このうちロ)，ハ)は13世紀にはしだいに

消滅し，イ)の負担だけが軽減された形で残った。その結果，非

自由人でありながら opusservileを負担しない者も現れ， I奴役」は

身分標識として意義の大半を失う。しかし「奴役」の観念はその後も

残り，やがて残存する農耕賦役はおしなべて「奴役」と見倣され始め

る。ともあれ， 11， 12世紀に集中的に現れる「奴役の免除」とは， op-

us servile"かまだ現実に身分標識であったかぎりにおいて，まさに「

奴僕身分からの解放」と同義で、ありえた。そして祭壇民が納付する人

頭税が「自由(身分)のしるし」と認められた有力な根拠は，それが
54) 

「奴役の舘却金」と観念されたためであった。

以上を要約するに一一祭壇民が明示的に免除されたのは，連日(無休)

賦役をはじめ 3種の奴僕的肱役であり，日敵一散ではない。領主直営機構

の解体という趨勢のもとで，多数の祭壇民がおしなべて肱役を負担しなか

ったとしても，それはあくまで defactoであり， deiureではなかった。
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のちに，領内(土着)祭壇民 censualesresidentesの場合，荘属農

coloni階層への混融が始まると，ごく自然な形で賦役義務を引受ける

ようになったのも，偶然で、はない。

12世紀末にパッサウ司教座参事会 Domkapitel領で，くtributarii>が

多元的な生産物地代のほかに春秋二季に各 2週間の農耕賦役を課せら
55) 

られているのは，示唆に富む。この例は，たまたま寄進帳と並んで地

代帳 Urbar が伝存していた所領なので明るみに出たが，実きいには

他の所領にももっと類例があった， と推定してよい。ドランジェの分

析によれば 11，12-世紀の二季賦役は「奴役」ではなかったのだから，

同じ時期の祭壇民がそれを負担していたとしても背理ではない。とこ

ろが，一般的な「地代形態の推転」をくぐり抜けて13世紀まで残った

農耕賦役は，その種類の如何を問わず，今や新たに「奴役」と観念さ

れるようになった。この変化は， どんなに軽微にもせよこの種の負担

を義務づけられていた一部の祭壇民にとって，明らかに不利な岐れで

あった。ここにも祭壇民の地位が劣悪化する契機が伏在していた。

3 )封与からの自由

第 3の特典には， r封与からの自由J，すなわち，封(知行)feu-
dum， Leh (e)nの対象として処分されない権利，を特筆したい。およ

そ奴僕 servi，mancipiaが売買，譲渡，寄進，交換などと並んで「封

与Jinbeneficiare されること，つまり封の客体として土地との結び

つきなしに単独で授受されることは， 10-13世紀のドイツでは日常事

であった。当時の法観念に従えば，封与されるか否かは奴僕と祭壇民
57) 

とを区別する指標のひとつであり，祭壇民を封の対象として授受する

のは， r不正且ツ有リ得ベカラザル(iniustuset impossibilis) Jことで
58) 

あった。とくに奴僕ニ非自由人からの上昇分子が，祭壇民への昇格と

同時に「向後決シテ封与サレナイ」旨の一札を保護領主から取りつけ
59) 

たその警戒ぶりも肯ける。寄進覚書の中でこの不可譲特権だけを力説

している例も多く，以て彼らの切実な危倶を察するに足りる。思うに，

彼らは身柄の封与が奴僕身分 servitus への転落につながる危険を，
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鋭敏に感じ取ったのであろう。この場合にも，祭壇民の封与にかんす

る禁止規定が幾度も更新された事実は，それが死文にすぎなかったこ

との確かな証拠であった。かくて封与された祭壇民は，保護聖人の擬
60) 

制的な庇護(宗教的後光)を失って奴僕化し，新たな主人(領主)

--Schutzher・rというより Leibherr の聞使に委ねられること

になる。

4 )移住の自由

一般に領主制下の領民が所領から立去ることをえないという制限規

定 いわゆる「土地緊縛Jglebae adscriptio -ーは，領民の全部
61) 

に妥当するものではなし祭壇民の場合は最もそうでない。本来の保

護領主に人頭税の納付を怠らぬかぎり何処に移り住んでも誰に仕えて
62) 

もよい， とする特恵的条件は，祭壇民に固有な恩典とせねはならぬ。

かような行動の自由をもっ祭壇民は，所領内に緊縛され領主の許可を

得てのみ退去できる保有奴僕や非自由持分地農とは，鮮かな対照を成

していた。この特権のおかげで祭壇民は，保護領主の所領の外に活動

の新天地を求め，わけでもバイエルン(およびオーストリア諸邦)で

は植民・開拓の先鋒をつとめた。 13世紀以降，領邦ザルツブルクに登

場するく Freisasen，freysatzzones>も，かような領外祭壇民 cen-

suales forensesの地方的車種と見られる。)

彼らの若干は都市へ流入し，人頭税の不納，領主側の追及権の不行

使に紛れて，事実上，祭壇民の地位から離脱できたであろう。また，

より強力な保護を期待して別の(世俗)領主に進んで「托身」した者

もいたであろう。しかしいぜん純粋に人身的服属のきずなによって保

護領主につながれている多数派分子は， 13世紀以降，領外奴僕 serVI

forensesとの実質的区別を失ぃ，ひとしくくleibeigene>，くproprii

de corpore> (体僕)と呼ばれる非自由人に転化して行った。 すで

に12世紀以降， ドイツの諸領主は，前世紀来の急速な人口増加への対

応策として，保有奴僕 servi manentesにかんする土地緊縛規定を緩

和し，一般祭壇民の慣行に倣って定額人頭税の納付を条件に領外への
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移住を許可していたが，この servi forensesの針度が，今度は逆に

censuales for告nsesの液位を引下げる になったのである。

地方，領内に居住する C出 sualesrωident昔話も，本人の袈望によ

るのでないかぎり転々と配置替えを受けずに済むという窓味で，同ヒ

く移住の白由を享有した。だが，その自胞の織ははるかに狭かった。

というのも， 12， 13世紀以降，領主夜営地の分解から生じた保有地片

の取得を通じて，彼らは，土地保有農に徐々に同化し始めていたから

である。彼らが納める人頭税は，宗教色の稀薄化，祭壌薮納方式の廃

止， f患の賦課穏にも波及し始めた金納{じきなどを背畿に，土地賃秘(最

狭義の f地代J)との区間をしだいに失って行った。さらに，入額税と

地伐とを…括納付守る され，両者の納入日も一本化される

となれば，祭壊民人踏税の個性的特震は， もはや無きに等しい。

他樹， ii疑内祭壇災と保有奴僕語ervimanent仰との同化も現行した o

前者は後者iニ準じて究亡税，フォークト諸貢秘，領主臨課金金受容

後一おは直官地の織!亮に伴う賦役の寵止または鮪却をと通じて前者に接近

した。かくて12，13殺紀には出生身分の広汎な均準化を前提に，すぐ

れて職業身分的機能をもっ「荘麗農Jcoloni， Bauleute'め隠語が本格

的に確立し，様内(土着)祭壇民も基本的にはその中へ吸収されて行

(設)
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その他. Trad. Fr. II. Nr. 1540 a (1138-47). Nr. 1780 c (c. 1187-1200). 

Nr.1778 d(c.H85-91). 

23) Trad. T. Nr. 252 (1147): <ー Insuperde servis et de ancillis censua-

liter pro 5 den. eidem martyri persolvendis contradidit Sigehardum 

..， >. 

24) 後段 12頁以下を参照。

25) Trad.St.Emmeram....Nr.792(1l35); cf. Dollinger. p.237 n.117. 

26) 例えは祭壇民の身分規定の問題を回避し. I自由か半自由か非自由かに係わ

りなく，人格的賦課租または賃租を納めるすべての者」と定義する Haberke-

rn & Wallach. HilfsWb. f. Historiker. 2. A.1964. S.100. 

27) <・・・.easdem ancillas liberas dimisit et ab omni iugo serv ituti s ab-
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soluvit ，…>. 次いで， Nr.1315 a (955-77)も実容だけは整っている。

28) Trad. Fr. H， Nr. 1649 a (c.1078-85). 

29) Trad， P. Nr. 105 (1013-45). 

30) Trad. Fr. Nr. H， Nr.1441 a， b， k， m， n (c.1024-39)， h (1022-39) . 

31) Trad. Fr. Nr. H， Nr.1755 e (1138-58) . 

32) Trad. T. Nr. 226 (1127~47) …Idem vero Nortpertus C =dele-

gatoI・)hanc Cニ ancillam) fideliter censuαlium conditione delegavit 

...taliter， si tribus annis persolvere neglexerit， quarto redimat， si non， 

servilem conditionem subeat. > Nr.272 (1149-55) …， qualiter 

Gotefridus ...Odalricum…αservili conditione in ius ceπsuαlium 5 den， 
. indissolubiter obtinuit. > 

33) H.Klein， Die bauerlichen Eigenleute d. Erzstiftes Salzburg im spa-

teren MA.， 1933/34， wieder in Ges. Aufsatze， 1965， S. 145 f. 

34) 祭壇民のくcensus>が人頭税である証拠。 Trad.Fr. H， N r. 1496 .a， c， 

d， e (1078ー 1104)はいずれも金子 5den.を祭壇に奉納する義務を規定して

いる。 eはこの賦課租の性格を「人頭税Jcapitalis censusと明記し bはその

納入者を「人頭税民Jcapiticensesと呼んでいる o Nr. 1549 e (1148-58) :<・ υ

censuales se fecerunt... sub tributo 5 den. .... singulis annis de s ingu-

lis cαpitibus solvendorum")>; Geisenfelder Urbar (13世紀中葉， cf. Do. 

llin時ger，p. 495 ~ 10的):<←.….日'qu山idamho叩rr凶x

masculus pro cerη，su peγS07ηZ同esue solvit 30 den.;")' 
35) v.lnama-Sternegg， a. a. 0.， S. 66; J. Kulischer， Allg. Wirtschafts. 

ge sch. 1， 1928， S 121 鈴木成高， r封建社会の研究j，昭和23年， 372頁。
いわゆる「農奴身分Jservageに固有な負担と考えた M.Blochの周知の見解

( Les {colIiberti}， 1928)もこれに準ずる。

36) 第1群:Trad. A. Nr. 56 (1165-74): <…， de reliquo iure servorum trac. 

tentur. >; Nr. 90(1157): <・・， servilioperi se addictos cognoscerent.); 

Nr.139 & 146 (1165-74): <....， proprietatis iure teneantur. >; Trad. G. 

Nr.21(c. 1130-40): <…， servi s int predicti altaris. >; Trad. T. Nr. 48 

(1042-46) : <…， omni servili conditioni deinceps subiaceat. >; Nr.197 

(1127-47): <…，quarto [annoJ subpleant aut serviliter serviant. >第 2

群 : Trad. A. N肋r.1日3(ωc.1150): <←"'， prop戸n日asit serv吋叫i孔liiure. >¥;N肋r.6臼2(1165 

一7問4引):<い.一….一" p戸ro叩p戸r山.

prebe叩ndariieoru山m吋dumf仕rat廿ru山m de引incepsabsque omni口icont廿rad出lictione

permaneant. >; Nr.168(1190-93): <・・・， continuumaecclesiae exhibeant 

servicium. >; Trad. T.Nr.155(1121-26): <cottidianae servituti subia. 

ceat.> ; Trad. Fr. Nr. 1441 m (c. 1024-39): <…， eidem altari servus pre-
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bendari us deserviret. >; Nr. 15Gl c (1091一事告):<…， eiusdem altaris pro. 

prii exi stant. > 

37) たとえば， Passau奇数獲建堂一一….St. Stephanus (12Fl26日)， Tegern・

see {I襲滋民一一 St. Quirinus (3月24お， f.設しザJレツブルク火E司教区だけの

特例)。

38) Ch. -Ed. Perrin， Recherches sur la seigneurie rurale en Lorraト

ne"'， 1935， p. 151 & p. 661; do.， Le grand domaine en Alle田ag盟e，Rψ 

cueil de la Soci毛主在 Jean Bodin， N: Le domaine， 1949，予.130n.l; do.， 

le servage"'， p・237.祭主護への直泌を示す文震の伊IJ: Trad. T. Nr. 194 (1127) 

:く…ilIicdelegavit， ut in peγpetunm eiusdem altaris tributarii essent， 

…〉

39) Perrin， Recherches， p.149払 3.
40) Ibid. p.151 n.3. cf. K. Lamprecht， Dt. Wirtschaftsleben im MA. 

I!2， S. 1215. 

41) Ibid. S. 1214. 

42) Perrin， Recherches， p. 151札 3.

43) 以下， Dollinger， p・349et 剖 iv.

44) Trad. Fr. Il， Nr. 1484 b (1078-91); <…;sed si duos annos枇 glex'

制'int，in tercio e罰endentet hoc peγmanum Eckaァdiαdvocatisub 

his testi bus nobilibus …〉

尋5) Trad. P.Nr. 99(1013-45). 後代の典型的な例:Trad.んおれ 143(ante 11附

82) :く・..;ut tutiores 8Uるprotec tlOneαdvocαti loci predictι OweηS1S 

ジideticet defensae sedeant. > 

46) Dollinger， p. 377 n.225 & n.227. 

47) Trad. A. Nr.174(1l 00-'93). 

48) Trad. P. Nr.lOO(1013-45): <…; ceterum ubicunque sibi placeat 8ub 

patrocinio eiudem 引:clesiαeadvocαti libere vita組 ducant.> 

49) Trad.Fr.II， Nr.1797 e(c.1227-41);く...Isti 5unt censuales eccle5ie 

s. Marie"';…et ipsorum advoca註lS nemo eri.t nisi episcopus eiusdem 
ecclesie. >此処でのくadvocatus> は f守護殺jという原談。 Nr.17号8a 

(c.1241) Iム十数人の努"kを列考委し，査を後の一家族についてのみ特例として

くabsque0阻niadvocatia> と記載。

50) Perrin， Le問 rvage.p. 241; K. Bosl， Art. <Horigkeit >， Sach Wふ zur

dt. Gesch.， hrsg. v. Rるssler& Franz，l意58，S“429; do.， Freiheit u.む十

freiheit， S. 291 な釘， G. Duby， L'e o:onomie rurale et la vie des cam-

手議苦nes dans l' Occident medi五val， II， 1962， p. 408 & 44舎もこれに準ずる。

51) K. A. Georges， Lat. -dt. HandWb. II， Sp. 2632-33 H. G. Gengler， 

Ge rm. Rechtsdenkm語ler，1875， S. 900. 
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52) 類例YO Trad. Fr. II ，Nr. 1504 (1l04-22); Nr. 1550 b (1158-80); Nr. 1649 

(c. 1078-85); Salzburger UB. 1 . S. 786 Nr‘36(1121-40)には〈…1iちera剛

vit"'de servili servicio>とある。

53) Dollinger， pp. 213-216. 

54) ゐid.p. 213. 

55) UrLp. II， S. 76 :目。inhart所在のおvesaccha Meierhof，荘閤庁〉

にかんする記事:<Tributarii ibi sunt 4，屯uidant 3)1 carrad. cerv isie 

et … Operantuγ お Mαio 2 e.bdomadas et 2 ηαut匂悦匁O.> 
56) DolIinger， p. 216. 

57) Trad. T. Nr. 300(1157-63):く…;ut post obitum fjdelis nostri Erchen. 

derti， qui eα(=mancipia] in beneficio hαbebat，ηulli α情。doin benefici. 
um trαdantur，…>; Nr.333(1173-80); Nr.414(1217-42). 

58) Trad. St. E部meram120， S. 135 (1132): <…，quod nu罰qua踊 inbenefici.

andi essent iuxta le喜emcensualium， nec erant ぬる創刊ficiati，eo quod 

esset iniustum etimpossiもile.> 

59) Trad. T.災r.287(1155-57);Nr.391& 392(1206-17). 

60) この場合め受封者をドランジェは全員外者 etranger に限定しているが (op.
ケぷン

cit.， p. 368)，立文{業の安すらの場会とi可じく，事堂内者(例えLf家人)でも一向に

争奪わない。

61) G. Waitz， Dt. Verfassungsgesch. V， 2. A. 1893， S. 213. 

62) Trad.P. Nr.10S(1013…45) (本文 12Ji[参照i; Nr.98(1013-45):く…et

cuicunque velint procul omni servili districtione libere ministrent. > 
{一 切/奴終的制後ナシニ好キナ者ニニ自由ニ機仕シテヨイ )0Nr. 95， 99， 105 

(1013…45) . 

63) .H. Klein， Die SalzるurgerFreisaβen， Vortr昌吉eu. Forschungen， II ， 

1955， S .78-87. 
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